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1

　　す る を得 し め、 其 後 は 胎 兒 よ b の 内分泌 液 （foeta−1　hor ］none ）の カ に よつ て性邇

　　期 を停 頓 せ しめ て 獄 つ て 生 殖 を 完た か ら しむ る味 らん とい ぷ n

　　　以上 を 以 て oes £ rous 　cycle の 形 相 、之 が生 殖現象 との 諸關係 に 就 tr・て は 略 3明

　　か に す 罨事 が 出來 尢 か と思 ふ 。
L捌 G

，　EVAxs は 最後 に然 らば こ の oestrous 　e ￥ele

　　は 何 に よつ 葬惹 起 さ る Y もの で あ る か とい ふ 疑 問 に到 達 し之 を解か ん と し て 次

　　の 實驗 を行 ふ て 居 る
。 邸 ち先 づ 子 宮 の 全部 を切 除 し て 見 た 。 所 が 矢 張 うoestr 匠）囎

　　cyc19 は 依 然 と し て他 の 殘 さ れ た る部 分 に於 v ・て 起 る
。 次 に 子 宮 の 全 部 と腟 の 上

嘆隷灘 繕 繍 纛 撚 蹂磐潔激 劣欝鮮 纛
・

　　の   estrOus 　eye 】e の 出 現 を遲 延 せ しめ る事 迄 もわ か つ た
。 乳線切 除 に於 い て 竜

　　矢 張 う oestrou 鷺 ycle に は イ可等 の 影 響 を及 ぼ さ な い
。

で 愈最 後 に 行 は れ た の が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　　卵 災 の 除去 、 董 ぴ に 移髄 の 實驗 で あ る
。 然 る に 卵 災除去 の 個 體 ｝itて は 完 全 に 且

　　つ 永久 に oostro し1s　cyole の 消 失 を 見 る
。

そ こ で 次 に移植 の 實驗 を行 つ て 見 た 。移

　　植 は 帥 ち a α 七〇tr鍛 spla 挑 ati。11 と h。 lno もranSp 正al1 七ation とで 移 植 の 場 所 は 埣 、 子
　 　 　 s　 　　　　 　　　

ユ

　　宮 間 膜 、 腹 膜 ， 直 筋 等 で あ つ た
。 片 方 或 は 兩 方 の 卵集を移植 し て見 る に　翻 to−

　　tra夏1splan 七aもlon で ば 移稙 戌 功 の 率 高 く、
homotransplaBt 瓢 i（）n で は 甚だ低 い

。 け

　　れ ど 竜 とに か く成功 した もの に あつ て は oes もrous 　eycle は 普通 逋 う何等 の 變 調

　　竜な く行 は れ るの を認 め た c 只 移植 し て か ら次 の 。estvous 　cyele の 現 は れ る 迄

　　五 日乃 至 十二 冐 を要 す 8 の み で 其 後 は 普通の 長 さ の oes 肋 us 　cycle が續 く。
而

o

　　し て こ の 揚合 1越 生 殖 門の 機械 的刺 戟 1ま知 勘 次 の ・eg・・1・eu ・ cyc ！e の 出現 を 長

　　び か 鱆せ る
。

LOXG
，
　E ￥矯Ns は oesSrous 　cyele の 起 因 を探 叙 て 遂 に 此 所迄 到 達 し得

　 　 た の で あ る 。

　　　興 味 深 き之 等 の 實驗漁 卵 集除去 と その 移 穂 と の 實驗 は 吾 人 に 甸
凾
を暗 示 す る

　　で あ らうか 。 その 晴示 に よ つ て 提 供 せ られ た る新 な る 問題 は 吾 々 の 前 に 解決 を

　　促 しつ 丶 斌は つ て 居 る か の 如 く見 ゆ る
。 　　　　　　　　　　　　 ．
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天 鞘 岡 暁 愚 ・爨 規 云 鳥 の が あ る
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塹

o

た 生 殖腺 を 原 料 とす る もの だ ら う位 に 思 つ て居 た。 然 る に 去 る一
月土 旬 此 の 地

の M 氏 方 で 『無 鹽』の 雲 丹 を食 膳 に見 る に及 び 、 如 何 に 竜熟 し切 つ た 生 殖 腺 ら

し く見 ％ t（の に驚 か さn
’
n

・ そ の 原 料 と な る 動 物 を 取 寄せ 硯 る と正 窖 ラ サ
　，

キ ウ ニ で あ る 。 M 氏 の 説 明 に よ る と寒 中舟 か φ窺 きを 用 ひ 、石 を起 し叉 手 を 以 　　。

つ て 捕 る の で 、 荒天 に は 出 來 な い 仕 事 だか ら原料 が 多 く獲 られ ず各地 の 注文 に

應 じ切 れ 漁 事 が 風 あ る と云 ぷ 。
そ し てec　b大 形 の 海 膽 で は 色 が 惡 い か ら若 い

海 膽 を擇 ぶ と云 ふ 事 で あ つ た
。

之 は 多 分老 齢 の 者 に は 生 殖 腺 に色 素 が 沈 着 す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 れ

と云 ふ b け で あ ら う 。 富岡 町 で は 毎年五 月十
一

日 か ら十 二 月十 日迄 ム ラ サ キ ウ

ニ の 漁 獲 を 禁 じて 保 護 を加 へ て 居 る が 、 他 地 方 で 春叉 は 夏 に 海膽 を 探 取 す る の 璽

と較 べ て著 し く變 つ た事 で あ る。 此 の 海 膽 の 生 殖 腺 が 六 七 月 墮 に 成熟す る 以外

に ・ 斯 か る 寒 い 時 期 覦 今 一 度生 殖 期 が
触

の で あ ら うか ・・今 後 の 調 査 腰 す

る
。

　 2． 月夜 の 蟹

　 四 月六 日（閲二 月十 六 日 ）鯛 網 に 懸 つ た と云 ふ タ カ ア シ ガ ニ を貰 つ 疫
，

體表
一

面 、 さ て は 鰓 室 の 中迄 一 種 の エ ボ シ ガ ヒ が 着 生 して 居 b 、 實驗 所 に 運 び 込 ま れ 　　　
む

た 時 は 喰 だ 動 い て 居 た との 事。 さ て 肉を 啖 ひ 且 つ 標 本 を 作 ら う と 云 ふ の で 、 脚

を外 し 、 甲 と共 に 煮 て 食卓 に 持 つ て來 た 迄 は 良か つ た が
、

徐 う に 甲良 を 除 き内

部 影檢 す る に 及 ん で 杢 く空 盧 な 事 を 發 見 し て 一 驚 を喫 した 。 肉 と云 ふ 肉 は 絲 の

如 く細 く、 肝 臓 な どは 全 く何處 に あ るか 見 當 らず 、 胃 が 宙 に 淨 い て 居 る を見 る ・　 ・

の み。 恰 竜誰 th・　Y
’
極 あ て 巧 妙 に 肉 を拔 き去 つ taの で もあ るか の 樣 で 、 折 角酢 醤

油 な ど準備 し て 大 に 試 食 し や 5 と 待 ち構 へ n 面 々 暫 く唖然 と し て 開 V た 口 が塞

が らな か つ た 竜の で あ る
。 月夜 の 蟹 に 肉無 し と の 云 ひ 傳 へ は 果 し て具 か 。 之 も

今後 氣 を つ け て 見 な け れ ば な ち な V
。

　 3．
“

渦 虫 と キ シャ ゴ の 鬪爭 　　　　　　　　
’

・

　 同 じ く四 月六 H の 所 見 。 富 岡灣 南 岸の uev・砂 の 干 潟 に 、 漣 絞 の 間 、 引 き殘 つ

た 僅 か 許 b の 水 の 中 を 一 寸 許 うの 海 プ ラ ナ ヲ ア が 勢 よ く驅 け廻 b 、 所 々 キ シ
ャ

ゴ が 跳 躍 す る を 見 か け る 。 注 意 し て 見 る と、 此 の 兩 者 の 間 に は 到 る 所 驚 く可 き

活 劇 が 演 ぜ られ て ゐ る 事 を知 つ た。 プ ラ ナ リ ア は キ シ
ャ

ゴ を嗅 ぎ付 け る か の 如

く執 念 深 くそ の 跡 を逐 ひ あ る き、 そ の 速 度 は 彼 に 優 れ て 途 に そ の 體 の 前端 が 彼

の 足 の 後端 に觸 る L と見 る や 、

量
キ シ

ャ
ゴ は 痛 み に堪 へ 漁 か の 如 くに 跳 ね 上 転 長

．い 足 を伸 ば し て の R 打 ち廻 る 。 斯 くし て 生 じた 少 許 の 間 隔 も再 び プ ラ デ リ ア の 　 ・

黶勢 ひ 急 な る遙 撃 で 狹 め られ 、 第 二 撃 を加 へ られ た キ シ
ャ

ゴ は 再 び跳 8廻 る
。 斯

か る 事 を 繰 返 す 事肩 四度 に な る i キ シ
ャ

ゴ は 絡 に 力 を 失 つ て 動 か な くな 廴 プ ラ

ナ リ ア は 怪物 の 如 くに彼 を覆 ひ 包 み 、 兩 者 一 團 と な つ て砂 中 に潛 う込 ん で 了 ふ 。
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　4． 鳥賊 の 雌 雄

　ダ ア シ ・ ）ム ス ン 教 授 の 記 重に 伊 太 利 の 漁 夫が マ イ カ の 雌 雄 を容 易 に 識甥 す

る と云 ふ 事 を紹 介 した が （別項 ）、 天 草 の 漁夫 の 云 ふ 所 も之 と一 致 し
、

雌 は 小形

翻 鑷 鶲驚 雪濡 缶纛 匣難鸞 懸 器 雅
禍 の に は 大 小種 々 な程 度 legP黄嚢 を 附 けた 幼烏賊が動 い て 居 る の を透 し て 見

る 事 1が 出來 る
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　5． 海 膽幼 蟲の 飼育

　天 草 臨 海實験 筋 開 所早 々 の 研 究 者 と し て 京大 理 學 蔀學生 小 野 田勝造 君 來 揚 、

　 　 　 キ

鋭意 海 膽幼蟲 の 飼 育 を 試 み て 居 た が 、
ム ラ ず キ ウ 三が 最 竜成 績 良 く、 遽 に六 月

二 ＋ 加 夜 そ の 騒 早 翳 干 力濳出劇 變態 鰹 つ 灘 き海撒 な つ R
・

五

月 二 十 四 日 の 入 工 受 精 か ら算へ て 正 に 三 十 七 日 目で あ る 。 筆 者 の 知 る範 圍で は

之 は 目暇 こ加 厩 變 態迄海 膽 幼 蟲 を 飼 育 し得 た 最初 の 記 録 で あ る が 、 此 の 興 味

あ る研 究 に 關 して は 之 以 上 の 報 知 を差 控 へ
、 他 日小 野 田 君 自身 に よつ て發 表 せ

られ る の を待 つ 事 とす る 。

　 6． 光 る海 牛 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・

　六 月五 H の 覆 、 〜F岩 氏 が 鰯 の 網 1こ引懸 つ て 盛 に發 光 す る 小 動 物 を持 ち歸 つ て

見 n ら、

一 種 の ウ ミ ウ シ で あ つ だ
。 紳 田 左 京 氏 が 房弸 で 見 られ た もの （有誌四

七 三 號 、
一

〇 二 頁 ）と同 じ 竜の で あ ら5 か 。

　 7．　 柔 し、ラ毎膽

　 主 キ ノ ツ リ ア 科 1ε屬 す る柔 い 海 膽 、 所 謂 フ 」7 　 P ウ ニ が 折 々 か せ あ み に 掛 る。

鏡 い 鰊が と て 竜危 瞼 な の で 漁 夫 等 は 怖 れ て 持 ち鑰 らな V
。 底 曳網 の 利 か 滋 岩礁

の 問 に 棲 む 竜の らし く、 そ し て 夜 の 問 に 多 少匍 ひ 廻 る もの と見 皇 て 自分 で 綱 に

纒 ひ つ くの で あ ら う
。

　 8．　 腕1是類 の 仔

　七 月初 め の 上 曳網 1こは 幼 蟲が 頗 る賑 か で 、 數種 の ウ ・

  ブ ン プ！、
ク モ ヒ ト

デ 、
ヒ ト デ

、
ナ マ コ 等 の 幼 蟲 を は じめ と し 、 螺1類、 二 枚 貝 、 多 毛 環 蟲 、 海 鞘 な

どの 仔 、 中 ce・S　 MIti’arkt
，
　Nect，・s・m ・

、
　CyPh 。naut ・・

，　A ・七in。 tr・ch ・
・
Piiiditim・

M 〔iller氏 幼 蟲 が 折 々 見 られ る 。 稀 に メ ク 。
ジ ヤ の 幼鄰 ζ似て 少 し く異 つ た 竜の

が 出 て來 る が 、 殻 は 楕 圓 を帶 び た 圓形 で 耳 の 如 き突 起 無 く、 長 徑 0・3 粍 、 短徑

〇
二
25粍 ci朗 は 四 對 出來 て 居 る が 後 縁 の 附 近 か ら爾 側 に 向 つ て 二 乃 至 四翆の 長

V 剛毛 （setae ）を生 じて 居 る
。 そ の 長 さ 1 粍 を超 ft

、 細 か い 棘 を 生 じ、 體 が 牧縮評

る と きは斜 に 前 方 に 向 ふ が 、 體 を伸ば す 時 は 反 轉 し て甚 し く後方 に 向 ひ 殆 ど李

行 に な る 。 別 に殼 （外 套膜 ？）か ら生 ず る
一蟄の 綱 く短 焼 毛が あ る が勿 論 上 記 の

鐸

■
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如 き動 き方 を し な い
。 斯樣 覆幼蟲 は谷 津博土 が ．0編 鰤 の 幼蟲 として描 か れ た

竜の に稍 瀬 似 して 居 る所か ら、 矢張 ウ之 に近似の 腕 足 類 の 仔 だ と考 へ られ る

が 、 手許 に丈 獻が 無い
。 此 の 地 で は 今委 し い 事は到 らな い

。

　9。 人 面の 魚

　四 月下 旬 李岩氏 の 不在 中、 近海 で 網 に入 っ た 怪魚が壽地 の 魚市場 を騷 が せ た

肺 だ詰 老 の 觀 槻 嬉 が 細 月同體 は 鮪 で あ る瀕 触 く入 醸 、似 、

　　　　　
不 思議 に 輔 艮の 上 に 口 が 開 い て 居 た と云 ふ 。 惜 しい 事 に側 面 か ら見 た 寫眞 の み
が殘 され て 居 る の で

、 勿 論吾 々 に も鮪の 片輪か と云 ふ よ う外 に は 到 斷力｛つ か な
V ・

。 人 々 は 此 の 無氣味 な頭 をば切 つ て 捨て
、 胴を熊本に遞 り、 向地 で は鮪 と稱

して無事 に 賣れ た と云 ふ 。

　雪0． 異國羈分に富む天 草

昧 で L そ天 草 は西 r・ ・ 邊陬 で あ猟 長 1畸が 鱒 黝 で あ b、螂 はt 葦
帶水 の 蜀 岸だか ら外 國 とQ交逋 は昔ふ ら頻 繁 で

、 殊 に輸 出婦入 の 本 場 で ある

事は誰知 らぬ 者 もな い 。 富 岡の 夏 は上 海 、 青 島あ た うか ら家族蓮 れ で 避 暑 に來

る蓮 中多 く、

．

毛 色 の 變 つ た．F 、，　F2が 日本 の 子 供等 と一
緒 に遊 ん で 居 る の を見 力・

け る
。 父が佛人 で 、叔父 に蘭人 を 竜つ 」 と云 ふ 青年 が 、 國籍 の 異 つ た從 弟逹 と

一
緒 に 實驗所 に遊 0ζに來 る

。 皆下 卑た 所 竜無 くよい 英語 を話 す。 天 草上 島の ど
こ か には

一
人の H 本人 の 母 か ら生 れ

、 長 兄 は 印度入 を 、 次 弟 は 佛人 を 、 末 弟は

支 那人 を父 購 つ た F洪 が歸 つ tasて居 る との 事 ． 人 雛 種の 研究家 は肥

見 るPU か らう・ 冨鞠 町 には 天 草 女 を妻 とし 姥 獨 逸 入が長 ら く住 ん で居
る。 近所 の 村 に は 加特 力 の 宣澂師 で 殆 ん ど土着 の 如 くなつ た 佛入 が あ る

。 汽 船
宿 に 購 蘭醺 鰈 る飜 鋸 る

． 貴願 刎 ・

俥は長 く黼 ・ ・バ ・ フ ス ク に 住

んで 居た 男で 削 玳 露 唖 識 講 。 渡 は 伯髄 も行 つ ns が あ る
・
とカ、 最

亀
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後 に 、 實驗 所主 任 の 李 岩 理 學 士 が 米 國 仕 込 み の 事 は 諸 君 先 刻 御存 知 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （七 月六 日
、 富岡 に て ）。

［追記1 源 稿 を編 輯委員 に 迭 つ た 後 、 以 上 の 記 事 に は 二 箇 所訂 正 を 要 す る事 を

知 つ た
・ 　　　　　　　　　灘，

　第
一 に 『入面 の 魚』 な る もの は 片輪 な どで は 無 く 1論 姫 鵬 む｝脚 rぜ娩 8 と云 ふ

魚だ と云 ふ 事 。 『珍 魚』と云 ふ事 は 許 し て貰 へ るか と思 ぷ 。 兎 に 角專門 家 の 教 を

乞 は ず に書 V ・て終 つ た 輕 卒 の 罪 を謝 さね ば な ら顧 。 そ し て 田 中氏 の 手 で 此 の 魚

に 競 い て の
一

寸 した 解読 を書 い て 頂 くや う希 つ て 置 く。

　 第二 は 、 海膽 の 仔 を 變 態 迄 飼 つ た の は 吾 i邦 に は 齣 例 が 無 い と信 じて 小 野 田 君

の 最 刧 の記 録 だ と 申 し n 事 の 取 滄 し で あ る
。

既 に久 米 女 高師歡授 が 三 崎 で メ カ

シ カ シ メ ン で 成 功 さ れ た 梱 で
、 左 樣 な 事 は あか らさ 裟 に 發 表 さ れ な か つ た 事 と

て 今 日迄知 る 由 竜無 か つ た とは 云 へ
、

ウ ニ に就 V ・
’
て は 萬 更あ か の 他 人 で もな VO

小 生 が 知 らず に 居た 迂 濶 さ をば 顱 を あ か くし て ゐ 詫 び して 置 く。

　　 　　　 　　　　 　 乙砒 醐 硲
’i」Ttl）el’iα〜i8　RAF エNESQ 認

　此 魚 は 從 豪 、 地 中 海 、
キ

ャ
リ フ

ォ
ノγ ニ ヤ 浩 岸 、

ご 絮ウ ず ウ ス ウ エ ー ノv ス 等 に於 い

て 漁獲 せ られ た る も、 何 れ も「極 め て 稀 な る」魚 と し て記 載 せ らる
。 我國 に て は

今 ＊ b 凡 そ十五 年 前 N 東 京魚市 場（當時 、 日本橋 に あ う）に 相 當大形 の もの
一 尾

來 SI　b 、 余 の 探 集 家 、 故 清 水 金太 郎 （通 稱 金兵 衛 ）が 日本 橋 側 の 或 魚 屋 の es　CA取
れ る を報知 し來 れ る 爲 め

、 直 1こ行 つ て 見 た る も、 侮分 、 諸體部 殊 に 口 邊 の 頗 る

損傷 せ る を 見 て
、 余 は 殘念 に 思 ぴ た る こ とあ b

。 第二 ；引の 報 告は 爰 に 書 か れ た

る もの に て 、 た だ寫眞 の み を見 る を得 る は 返 へ す が へ す 竜殘 念 な b 。 され ど乏

の 上贈 な き特 徴 は
一

見 し て 本 種 な る こ と を知 る を 得べ く、 本 種 叉 は 本科 に 他 に

別 種あ るべ し と は 大 體 患 は れ ぎ れ ば、 今 回 の 標 晶 は 余 め見 た る本種 の 第二 回 目

の 竜の な るべ し
。

更 に 注 意 す れ ば 時 々 魚 市場叉 は 漁村 に見 る を得 る な る べ し。

　　 　　　 　　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　（田 中茂穗 記 ）
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パ ラ メ シ ウ ム培養液に對 す る 土壤の 効用

　 ANI ）RE ．T査“
’
r　 L − 192＆ 　Uber 　 den 　 E ｛n 伽 ヨs　 des　 Bodens 　 als 　 einen 　 Regu 且ierungsfaktor 　 des

　 ｝lediums　 auf 　 die　Kul もm
・1’

α 7
’am ，aecizc ；n　 qv，rgtia ・．　 Arch ．懲 r　P 】

・
otlStenkunde ． 1、X　 IIL　 ltf．　 s．

　 勝 一104，

　淡水 の 微 生 物 を人工 の 培養 液の 中で 飼 ふ と、 急 に 増殖 し72　b 、 ま た 、 急 に死

ん で 居 な くな っ 渇 す 藤 が 見 られ る が 、
．れ は 培飜 の 性質が麟 や す い た ら

ゆ
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